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Ⅰ 平成１９年度事業報告書

１．事業概要

財団法人群馬県馬事公苑は、開苑以来、設立の趣旨に基づき、乗馬技術の向上等各

種事業を積極的に実施し、県内唯一の馬とのふれあいが出来る公共施設として、馬事

振興に寄与してきました。

平成１９年度は、新たな乗馬教室の開催をはじめ快適、安全に乗馬を楽しんでいた

だくため施設整備等のサービスを充実させたほか、ホームページを活用した最新の情

報提供、各種媒体を利用した広報展開を積極的に実施するなどの集客対策により利用

者の定着化と乗馬人口の底辺拡大に努めてきたところであります。

その利用実績は、主要事業の通常乗馬が近年における余暇活動の多様化が高まる中

で、大人の利用者が順調に伸びたことにより引き馬等を含めた利用料金収入は37,218

千円と対前年比4.1％増加しました。一方、企画事業では年度後半に入り国内に馬イン

フルエンザが発生した影響で、財団主催の乗馬大会や各種馬術競技会が中止となった

ことなどにより、収入としては5,751千円で対前年比13.2％減少しました。その結果、

事業収入計としましては42,969千円となり前年度と比較して583千円、1.4％の増加と

僅かではありますが上回ることができました。

平成２０年度は、群馬県馬事公苑を管理、運営する指定管理者としての３年目と次

回指定申請の年であることから、一層の経営基盤及び組織体制の強化を図るとともに、

適正かつ効率的な管理運営にあたってまいります。

（１）委託管理事業

「群馬県馬事公苑の管理及び運営に関する基本協定書」及び「群馬県馬事公苑管

理及び運営に関する年度協定書」に基づき、群馬県馬事公苑の設置および管理に関

する条例に従い、馬事公苑を管理し、県民の動物愛護心を涵養するとともに、馬に

関する知識の普及と理解の促進、乗馬技術の向上に努めました。

ア．委託事業の実施

通常乗馬、引き馬乗馬等のサービスを提供し、利用料金収入の増収を図りました。

イ．施設の維持管理

来苑者が安全かつ快適に利用できるように、馬の良好な飼養管理と乗馬環境の適

正な維持管理に努めました。
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（２）実施事業と経過

　ア　平成１９年度企画事業

　　平成１９年度企画事業計画に従い、各種事業を積極的に展開しました。

企画事業名 対　象　者 利用者数等 備　考

乗馬少年団採用 小学５年生～高校生 11

4/4 ～4/5 春休み乗馬教室 小学３年生～高校生 26

春休み乗馬教室 小学３年生～高校生 14

4/14 ～5/26 短期乗馬教室（４月生） １８才以上 23 ４日間

5/5 ～5/5 こどもの日乗馬教室 小学３年生～高校生 53

5/23 ～5/25 平日無料体験乗馬会 乗馬初心者の大人 11 ２日間

馬事公苑乗馬大会 馬事公苑利用者 196

体験乗馬教室 埼玉県久喜市養護学校 37

6/9 ～7/21 短期乗馬教室（６月生） １８才以上 22 ４日間

体験乗馬教室 伊勢崎市教育研究所 25

6/13 ～6/27 ナイター乗馬教室 乗馬初心者の大人 5 ２日間

親子乗馬教室 小学３年生以上の子供と親 12

体験乗馬教室 松戸市立金ヶ作中学校 24

体験乗馬教室 伊勢崎市教育研究所 33

体験乗馬教室 深谷市立八基小学校 48

7/26 ～7/27 夏休み乗馬教室 小学３年生～高校生 24

8/1 ～8/2 夏休み乗馬教室 小学３年生～高校生 26

馬事公苑ナイター乗馬大会 馬事公苑利用者 92

8/11 ～9/22 短期乗馬教室（８月生） １８才以上 9 ４日間

8/25 ～10/31 富士見村限定乗馬体験 乗馬初心者の大人 9

9/1 ～9/30 乗馬体験２回コース 乗馬初心者の大人 9

9/12 ～9/26 ナイター乗馬教室 乗馬初心者の大人 1 ２日間

体験乗馬教室 沼田市社会教育課 40

馬事公苑乗馬大会 馬事公苑利用者 205

9/26 ～9/28 平日無料体験乗馬会 乗馬初心者の大人 24 ２日間

体験乗馬教室 前橋市中央公民館 35

10/13 ～11/24 短期乗馬教室（１０月生） １８才以上 24 ４日間

体験乗馬教室 館林市児童センター 22

親子乗馬教室 小学３年生以上の子供と親 10

群馬県民の日無料体験乗馬 ３才～小学生 370

秋の乗馬教室 小学３年生～高校生 33

7/25

6/14

9/15

9/29

8/5

9/22

月　日

4/1

6/7

7/18

6/3

7/1

7/6

4/5

10/21

10/20

10/28

11/18



- 3 -

　イ　乗馬少年団

　　本年度は馬事公苑乗馬少年団を採用し、馬事普及に努めました。

当初

採用 増 減

馬事公苑乗馬少年団 H19.4.1～H20.3.31 小学５年生～高校生 11 1 0 12

名　称
期　間　中

修了時対　象期　間

　ウ　協力事業

　　群馬県馬術大会、酪農畜産フェスティバルのほか、各種事業に協力しました。

協力事業名 来苑者数

桐生タイムス取材 1

春季群馬県馬術大会 95

5/1 ～2/29 拠点施設活用事業（群馬県馬術連盟） 123

ミニ国体強化練習 5

5/15 ～5/19 ミニ国体強化練習 25

群馬県民体育大会２部兼関東ブロックミニ国体選手選考馬術大会 126

ミニ国体強化練習 5

6/16 ～6/17 ミニ国体強化練習 40

夏季群馬県馬術大会 190

6/25 ～6/26 群馬県消防学校教育訓練 140

農業ｸﾗﾌﾞ・家畜審査技術競技大会 220

月　日

5/20

6/24

6/26

4/15

4/6

5/8

5/29

企画事業名 対　象　者 利用者数等 備　考

12/8 ～1/26 短期乗馬教室（１２月生） １８才以上 13 ４日間

12/26 ～12/27 冬休み乗馬教室 小学３年生～高校生 27

冬休み乗馬教室 小学３年生～高校生 9

2/1 ～2/28 乗馬体験２回コース 乗馬初心者の大人 3

2/9 ～3/22 短期乗馬教室（２月生） １８才以上 6 ４日間

親子乗馬教室 小学３年生以上の子供と親 12

3/30 ～3/31 春休み乗馬教室 小学３年生～高校生 26

乗馬少年団修了 12

1,581

月　日

計

3/31

1/4

3/2
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協力事業名 来苑者数

8/7 ～8/10 ミニ国体強化練習 60

8/14 ～8/15 ミニ国体強化練習 20

8/23 ～8/24 拠点施設活用事業合宿 24

9/5 ～9/6 職場体験学習（渋川市古巻中学２年生） 2

9/15 ～9/17 国体強化練習 9

渡良瀬通信取材 1

9/29 ～9/30 国体強化練習 4

10/3 ～10/5 職場体験学習（勢多農林高等学校２年生） 3

渡良瀬通信取材 1

富士見村いこいの里祭り 110

県馬連強化練習 10

10/27 ～10/28 第１８回酪農畜産フェスティバル 40,000

群馬ＴＶ取材 2

職場体験学習（前橋市立東中学校２年生） 2

3/3 ～3/7 日本馬術連連盟　強化練習（馬場の部） 100

群馬ＴＶ取材 5

早春群馬県馬術大会 192

41,514

10/14

10/4

10/12

計

3/16

2/1

1/3

3/12

9/22

月　日

　エ　見学・体験乗馬

　　公苑施設の見学のほか、保育園等の体験乗馬に利用されました。

月　日 団　体　名 見学者 体験乗馬 備　考

4/5 はと保育園 37 動物とのふれあい

4/26 白川小学校 34 動物とのふれあい

5/11 上尾市養護学校 23 26 動物とのふれあい

5/18 はと保育園 51 動物とのふれあい

5/21 第２はと保育園 30 動物とのふれあい

5/25 伊勢崎広瀬小学校６年生 163 動物とのふれあい

6/7 群馬大学附属特別支援学校 2 6 動物とのふれあい

6/12 ワークハウスステップ 8 動物とのふれあい

6/19 中央児童相談所 21 動物とのふれあい

6/27 第２はと保育園 30 動物とのふれあい

7/19 東京都立文京盲学校 14 21 動物とのふれあい

8/8 第２はと保育園 40 動物とのふれあい
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２．理事会の開催

平成１９年度において、理事会を次のとおり開催し、提出議案について審議され、原

案どおり承認されました。

（１）第５６回理事会

ア 日 時 平成１９年５月３０日（水）午前１０時００分

イ 場 所 群馬県馬事公苑２階 談話室

ウ 出席役員 出席理事６名 委任状出席理事６名 監事１名

エ 議 事

・第Ⅰ号議案 平成１８年度財団法人群馬県馬事公苑事業報告及び収支決算

について

・第Ⅱ号議案 財団法人群馬県馬事公苑評議員の選任について

（２）第５７回理事会

ア 日 時 平成２０年３月１７日（月）午後１時３０分

イ 場 所 群馬県馬事公苑２階 談話室

月　日 団　体　名 見学者 体験乗馬 備　考

8/22 第２はと保育園 30 動物とのふれあい

8/23 たんぽぽ学園 20 14 動物とのふれあい

8/24 はと保育園 40 動物とのふれあい

9/4 第２はと保育園 30 動物とのふれあい

9/21 第２はと保育園 24 動物とのふれあい

9/27 たんぽぽ学園 15 15 動物とのふれあい

10/9 第２はと保育園 30 動物とのふれあい

10/11 桐生市内の特別支援学級 10 30 動物とのふれあい

10/12 さいたま市立桜木中学校 7 28 動物とのふれあい

10/25 石井幼稚園 70 動物とのふれあい

10/25 白川小学校 4 24 動物とのふれあい

10/31 はと保育園 33 動物とのふれあい

10/31 かしの木保育園 29 動物とのふれあい

11/9 コスモス幼稚園 37 動物とのふれあい

11/22 たんぽぽ学園 15 6 動物とのふれあい

3/19 はと保育園 40 動物とのふれあい

計 887 170
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ウ 出席役員 出席理事６名 委任状出席理事６名

エ 議 事

・第Ⅰ号議案 財団法人群馬県馬事公苑職員の特別手当支給について

・第Ⅱ号議案 平成１９年度財団法人群馬県馬事公苑収支補正予算について

・第Ⅲ号議案 平成２０年度財団法人群馬県馬事公苑事業計画及び収支予算

について

・第Ⅳ号議案 財団法人群馬県馬事公苑寄附行為の一部改正について

・第Ⅴ号議案 財団法人群馬県馬事公苑規程及び要領の一部改正について

３．評議員会の開催

平成１９年度において、評議員会を次のとおり開催し、提出議案について審議され、

原案どおり承認されました。

（１）第１回評議員会

ア 日 時 平成１９年５月１７日（木）午前１０時３０分

イ 場 所 群馬県馬事公苑２階 談話室

ウ 出席役員 出席評議員５名 委任状出席評議員４名

エ 議 事

・第Ⅰ号議案 平成１８年度財団法人群馬県馬事公苑事業報告及び収支決算

について

・第Ⅱ号議案 財団法人群馬県馬事公苑役員の選任について

（２）第２回評議員会

ア 日 時 平成１９年９月２７日（木）午前１０時３０分

イ 場 所 群馬県馬事公苑２階 談話室

ウ 出席役員 出席評議員６名 委任状出席評議員３名

エ 議 事

・第Ⅰ号議案 財団法人群馬県馬事公苑役員の選任について

（３）第３回評議員会

ア 日 時 平成２０年３月１７日（月）午前１０時００分

イ 場 所 群馬県馬事公苑２階 談話室
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ウ 出席役員 出席評議員８名 委任状出席評議員１名

エ 議 事

・第Ⅰ号議案 財団法人群馬県馬事公苑職員の特別手当支給について

・第Ⅱ号議案 平成１９年度財団法人群馬県馬事公苑収支補正予算について

・第Ⅲ号議案 平成２０年度財団法人群馬県馬事公苑事業計画及び収支予算

について

・第Ⅳ号議案 財団法人群馬県馬事公苑寄附行為の一部改正について

・第Ⅴ号議案 財団法人群馬県馬事公苑規程等の一部改正について

４．役員及び職員

平成１９年度における役員及び職員は、次のとおりです。

区分 平成１８年度末 平成１９年度末

内訳 平成19.3.31現在 平成20.3.31現在 増 減 備 考

役 理 事 １２ １２ －

監 事 ２ ２ －

員 計 １４ １４ －

事 事務局長 ０ ０ －

務 総 務 課 ２ ２ － 臨時職員１名

局 業 務 課 ５ ５ － 臨時職員４名

計 ７ ７ －
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Ⅱ 平成１９年度収支決算書

科　目 予算額 決算額 差異 備考

Ⅰ　事業活動収支の部

　１　事業活動収入

　　①　基本財産運用収入

　　　　　基本財産利息収入 2,807,000 2,810,997 △ 3,997

　　　　　基本財産運用収入 0 0 0

　　　　基本財産運用収入計 2,807,000 2,810,997 △ 3,997

　　②　特定資産運用収入

　　　　　特定資産利息収入 47,000 85,121 △ 38,121

　　　　特定資産運用収入計 47,000 85,121 △ 38,121

　　③　事業収入

　　　　　利用料金収入 36,000,000 37,218,200 △ 1,218,200

　　　　　企画事業収入 6,535,000 5,751,400 783,600

　　　　事業収入計 42,535,000 42,969,600 △ 434,600

　　④　受託料等収入

　　　　　管理受託収入 42,500,000 42,500,000 0

　　　　受託料等収入計 42,500,000 42,500,000 0

　　⑤　雑収入

　　　　　受取利息収入 8,000 3,959 4,041

　　　　　雑収入 300,000 611,803 △ 311,803

　　　　雑収入計 308,000 615,762 △ 307,762

　　　　事業活動収入計 88,197,000 88,981,480 △ 784,480

　２　事業活動支出

　　①　事業費支出

　　　　　給料手当支出 26,686,000 26,638,667 47,333

　　　　　臨時雇賃金支出 5,744,000 5,625,580 118,420

　　　　　福利厚生費支出 4,001,000 3,908,242 92,758

　　　　　旅費支出 85,000 40,060 44,940

　　　　　報償費支出 270,000 270,000 0

　　　　　需用費支出 4,126,000 3,608,285 517,715

　　　　　役務費支出 1,897,000 1,829,688 67,312

　　　　　飼育費支出 9,811,000 9,118,096 692,904

　　　　　馬場整備費支出 300,000 294,000 6,000

　　　　　馬購入費支出 150,000 150,000 0

　　　　　使用料及び賃借料支出 397,000 379,713 17,287

　　　　　消耗什器備品費支出 1,648,000 1,576,840 71,160

　　　　　負担金支出 30,000 30,000 0

　　　　事業費支出計 55,145,000 53,469,171 1,675,829

収支計算書
平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

（単位：円）
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科　目 予算額 決算額 差異 備考

　　②　管理費支出

　　　　　役員報酬支出 7,292,000 7,141,600 150,400

　　　　　給料手当支出 13,033,000 13,032,499 501

　　　　　福利厚生費支出 2,659,000 2,613,859 45,141

　　　　　旅費支出 120,000 91,155 28,845

　　　　　需用費支出 1,867,000 1,648,117 218,883

　　　　　役務費支出 263,000 223,551 39,449

　　　　　委託費支出 1,684,000 1,642,234 41,766

　　　　　使用料及び賃借料支出 202,000 183,166 18,834

　　　　　消耗什器備品費支出 0 0 0

　　　　　負担金支出 39,000 39,000 0

　　　　　租税公課支出 3,922,000 3,922,000 0

　　　　　支払利息支出 0 0 0

　　　　管理費支出計 31,081,000 30,537,181 543,819

　　　　　　　事業活動支出計 86,226,000 84,006,352 2,219,648

　　　　　　　事業活動収支差額 1,971,000 4,975,128 △ 3,004,128

Ⅱ  投資活動収支の部

　１　投資活動収入

　　①　特定資産取崩収入 2,952,000 2,951,556 444

　　　　　　　投資活動収入計 2,952,000 2,951,556 444

　２　投資活動支出

　　①　特定資産取得支出 3,470,000 3,468,336 1,664

　　　　　　　投資活動支出計 3,470,000 3,468,336 1,664

　　　　　　　投資活動収支差額 △ 518,000 △ 516,780 △ 1,220

Ⅲ　財務活動収支の部

　１　財務活動収入

　　①　短期借入金収入 0 0

　　　　　　　財務活動収入計 0 0 0

　２　投資活動支出

　　①　短期借入金返済支出 0 0

　　　        財務活動支出計 0 0 0

　　　　      財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 1,453,000 0 1,453,000

　　　　      当期収支差額 0 4,458,348 △ 4,458,348

　　　　      前期繰越収支差額 8,012,000 8,012,168 △ 168

　　　　      次期繰越収支差額 8,012,000 12,470,516 △ 4,458,516

（単位：円）
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１　資金の範囲

　　　なお、前期末及び当期末残高は、下記２に記載するとおりである。

２　次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

（単位：円）

前期末残高 当期末残高

577,130 80,000

10,236,155 10,216,401

5,412,537 8,012,168

0 3,147

30,000 50,000

16,255,822 18,361,716

7,501,480 4,874,255

742,174 687,645

0 329,300

8,243,654 5,891,200

8,012,168 12,470,516

　　　資金の範囲には、現金・預金、未収金・未払金、前払金・前受金、立替金・預り金

　　　及び仮払金・仮受金を含めている。

収支計算書に対する注記

　未払金

科　目

　現金

　普通預金

　定期預金

　立替金

　前払金

合　計

　預り金

合　計

　次期繰越収支差額

　前受金
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科　目 当年度 前年度 増減 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　（１）経常収益

　　①　基本財産運用益 2,810,997 2,807,541 3,456

　　　　　基本財産受取利息 2,810,997 2,807,541 3,456

　　②　特定資産運用益 85,121 14,234 70,887

　　　　　特定資産受取利息 85,121 14,234 70,887

　　③　事業収益 42,969,600 42,386,000 583,600

　　　　　利用料金収益 37,218,200 35,759,900 1,458,300

　　　　　企画事業収益 5,751,400 6,626,100 △ 874,700

　　④　受託料等 42,500,000 42,500,000 0

　　　　　管理受託収益 42,500,000 42,500,000 0

　　⑤　雑収益 615,762 428,277 187,485

　　　　　受取利息 3,959 3,615 344

　　　　　雑収益 611,803 424,662 187,141

　　　　経常収益計 88,981,480 88,136,052 845,428

　（２）経常費用

　　①　事業費

　　　　　給料手当 24,668,723 24,968,005 △ 299,282

　　　　　賞与引当金繰入額 2,011,982 1,969,944 42,038

　　　　　退職給付費用 341,390 0 341,390

　　　　　臨時雇賃金 5,625,580 5,535,440 90,140

　　　　　福利厚生費 3,908,242 4,231,218 △ 322,976

　　　　　旅費 40,060 64,555 △ 24,495

　　　　　報償費 270,000 210,000 60,000

　　　　　需用費 3,608,285 3,577,516 30,769

　　　　　役務費 1,829,688 2,184,777 △ 355,089

　　　　　飼育費 9,118,096 8,737,237 380,859

　　　　　馬場整備費 294,000 304,500 △ 10,500

　　　　　馬購入費 150,000 0 150,000

　　　　　使用料及び賃借料 379,713 204,746 174,967

　　　　　消耗什器備品費 1,576,840 273,910 1,302,930

　　　　　負担金 30,000 30,000 0

　　　　　減価償却費 0 430,840 △ 430,840

　　　　　　　事業費計 53,852,599 52,722,688 1,129,911

　　②　管理費

　　　　　役員報酬 7,141,600 7,201,600 △ 60,000

　　　　　給料手当 12,050,887 12,345,156 △ 294,269

　　　　　賞与引当金繰入額 1,036,052 981,612 54,440

正味財産増減計算書
平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

（単位：円）
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科　目 当年度 前年度 増減 備考

　　　　　退職給付費用 78,912 0 78,912

　　　　　福利厚生費 2,613,859 2,840,601 △ 226,742

　　　　　旅費 91,155 85,815 5,340

　　　　　需用費 1,648,117 2,132,199 △ 484,082

　　　　　役務費 223,551 206,732 16,819

　　　　　委託費 1,642,234 2,083,969 △ 441,735

　　　　　使用料及び賃借料 183,166 177,180 5,986

　　　　　消耗什器備品費 0 22,800 △ 22,800

　　　　　負担金 39,000 54,000 △ 15,000

　　　　　租税公課 3,293,200 3,208,700 84,500

　　　　　減価償却費 0 430,269 △ 430,269

　　　　　　　管理費計 30,041,733 31,770,633 △ 1,728,900

　　　　　　　経常費用計 83,894,332 84,493,321 △ 598,989

　　　　　　　当期経常増減額 5,087,148 3,642,731 1,444,417

　２　経常外増減の部

　（１）経常外収益

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　（２）経常外費用

　　　　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 5,087,148 3,642,731 1,444,417

　　　　　　　法人税、県村民税 628,800 1,043,100 △ 414,300

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 4,458,348 2,599,631 1,858,717

　　　　　　　一般正味財産期首残高 8,012,168 5,412,537 2,599,631

　　　　　　　一般正味財産期末残高 12,470,516 8,012,168 4,458,348

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　①　基本財産運用益

　　　　　基本財産受取利息 2,810,997 2,807,541 3,456

　　　　　基本財産評価益 △ 23,648 △ 32,768 9,120

　　　　　過年度基本財産評価益 7,045 △ 637,460 644,505

　　②　一般正味財産への振替額 0

　　　　　一般正味財産への振替額 △ 2,810,997 △ 2,807,541 △ 3,456

　　　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 16,603 △ 670,228 653,625

　　　　　　　指定正味財産期首残高 199,734,772 200,405,000 △ 670,228

　　　　　　　指定正味財産期末残高 199,718,169 199,734,772 △ 16,603

Ⅲ　正味財産期末残高 212,188,685 207,746,940 4,441,745

（単位：円）
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 80,000 577,130 △ 497,130

普通預金（群馬銀行） 8,430,232 10,236,155 △ 1,805,923

普通預金（群馬銀行 夜間金庫） 1,786,169 0 1,786,169

定期預金（群馬銀行） 8,012,168 5,412,537 2,599,631

立替金（群馬県馬術連盟） 3,147 0 3,147

前払金（日本馬術連盟） 50,000 30,000 20,000

　流動資産合計 18,361,716 16,255,822 2,105,894

　２．固定資産

（１）基本財産

　　投資有価証券 198,318,169 188,334,772 9,983,397

　　特定預金 1,400,000 11,400,000 △ 10,000,000

　基本財産合計 199,718,169 199,734,772 △ 16,603

（２）特定資産

　　退職給付引当資産 24,144,630 23,724,328 420,302

　　賞与引当資産 3,048,034 2,951,556 96,478

　特定資産合計 27,192,664 26,675,884 516,780

　固定資産合計 226,910,833 226,410,656 500,177

　資産合計 245,272,549 242,666,478 2,606,071

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

未払金 4,874,255 7,501,480 △ 2,627,225

預り金（社会保険） 437,110 742,174 △ 305,064

預り金（その他） 250,535 0 250,535

前受金 329,300 0 329,300

　流動負債合計 5,891,200 8,243,654 △ 2,352,454

　２　固定負債

退職給付引当金 24,144,630 23,724,328 420,302

賞与引当金 3,048,034 2,951,556 96,478

　固定負債合計 27,192,664 26,675,884 516,780

　負債合計 33,083,864 34,919,538 △ 1,835,674

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

投資有価証券 198,318,169 188,334,772 9,983,397

特定預金 1,400,000 11,400,000 △ 10,000,000

　指定正味財産合計 199,718,169 199,734,772 △ 16,603

（うち基本財産への充当額） (199,718,169) (199,734,772) 16,603

　２．一般正味財産 12,470,516 8,012,168 4,458,348

（うち特定資産への充当額） (0) (0) 0

正味財産合計 212,188,685 207,746,940 4,441,745

　　　負債及び正味財産合計 245,272,549 242,666,478 2,606,071

貸 借 対 照 表
平成２０年３月３１日現在

科　　　　　目
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金預金

　現金手許有高 80,000

　普通預金（群馬銀行富士見支店） 8,430,232

　普通預金（群馬銀行富士見支店夜間金庫） 1,786,169

　定期預金（群馬銀行富士見支店） 8,012,168

　立替金（群馬県馬術連盟） 3,147

　前払金（H20年度日馬連会費、BC級審査料） 50,000

流動資産合計 18,361,716

　２．固定資産

（１）基本財産

　　投資有価証券（別紙） 198,318,169

　　特定預金（別紙） 1,400,000

　基本財産合計 199,718,169

（２）特定資産

　　退職給付引当資産 24,144,630

　　　定期預金（群馬銀行富士見支店）

　　賞与引当資産 3,048,034

　　　定期預金（群馬銀行富士見支店）

　特定資産合計 27,192,664

固定資産合計 226,910,833

資産合計 245,272,549

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

未払金（給料及び一般経費未払額） 2,676,155

未払金（税金未払額） 2,198,100

預り金（社会保険料） 437,110

預り金（その他） 250,535

前受金（乗馬教室参加料等） 329,300

　流動負債合計 5,891,200

　２　固定負債

退職給付引当金 24,144,630

賞与引当金 3,048,034

　固定負債合計 27,192,664

　負債合計 33,083,864

　正味財産 212,188,685

財 産 目 録
平成２０年３月３１日現在

科　　　　　目 金　　　額



- 15 -

１　重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　消耗什器備品費・・税法上の「中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の

　　　　　　　　　　　　損金算入の特例」を適用し、一括償却によっている。

（３）引当金の計上基準

　　　退職給付引当金・・期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

　　　賞与引当金・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当期に

　　　　　　　　　　帰属する額を計上している。

（４）消費税等の会計処理

　　　消費税の会計処理は、税込方式で行っている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 188,334,772 12,800,000 2,816,603 198,318,169

特定預金 11,400,000 2,800,000 12,800,000 1,400,000

小計 199,734,772 15,600,000 15,616,603 199,718,169

特定資産

退職給付引当資産 23,724,328 420,302 0 24,144,630

賞与引当資産 2,951,556 3,048,034 2,951,556 3,048,034

小計 26,675,884 3,468,336 2,951,556 27,192,664

合　計 226,410,656 19,068,336 18,568,159 226,910,833

財務諸表に対する注記

　　　満期保有目的の債券・・償却原価法（定額法）によっている。
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３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 当期末残高
（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの
充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産

投資有価証券 198,318,169 (198,318,169) (0) -

特定預金 1,400,000 (1,400,000) (0) -

小計 199,718,169 (199,718,169) (0) -

特定資産

退職給付引当資産 24,144,630 (0) (0) (24,144,630)

賞与引当資産 3,048,034 (0) (0) (3,048,034)

小計 27,192,664 (0) (0) (27,192,664)

合　計 226,910,833 (199,718,169) (0) (27,192,664)

４　担保に供している資産

　　なし。

５　固定資産の取得価額及び償却額

　　固定資産の取得価額及び償却額は、次のとおりである。

　　税法上の要件を満たしているため、固定資産に計上ぜず経費処理をしている。

（単位：円）

科　目 取得価額
当期償却額
（経費処理）

当期末残高

消耗什器備品費

　鞍（ロスナー） 100,000 100,000 0

　鞍（ロスナー） 100,000 100,000 0

　鞍（ロスナー） 100,000 100,000 0

　鞍（ロスナー） 100,000 100,000 0

　ホークリフト保管庫 299,880 299,880 0

合計 699,880 699,880 0
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６　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 購入年度 帳簿価額 時　価 評価損益

群馬県公債 Ｈ１１年度 3,200,000 3,215,360 15,360

群馬県公債 Ｈ１６年度 49,786,042 51,445,000 1,658,958

群馬県公債 Ｈ１７年度 79,618,455 82,928,160 3,309,705

群馬県公債 Ｈ１８年度 22,792,172 23,962,800 1,170,628

群馬県公債 Ｈ１９年度 12,800,000 13,158,400 358,400

39回国債 Ｈ１６年度 30,121,500 30,099,000 △ 22,500

198,318,169 204,808,720 6,490,551

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

金額

2,810,997

2,810,997

合計

　基本財産受取利息

合計

内容

経常収益への振替額


